
番
外 

 

頂
山
と
オ
ハ
イ
海
岸
（
尾
鷲
市
九
鬼
町
） 

 

◇
実
施
日 

 

５
月
２
８
日
（
土
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 
 

２
１
名 

 

中
前
さ
ん
の
企
画
で
、
尾
鷲
市
九
鬼
町
の
頂
山
と
オ
ハ
イ
海
岸
を
周
回
す
る

コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
。
オ
ハ
イ
（
大
配
）
は
青
い
海
と
複
雑
な
岩
の

地
形
で
、「
映
え
る
」
と
一
躍
有
名
に
な
っ
た
場
所
だ
。 

 
 

 
 

 

出
発
前 

 
 
 

 
 

立
派
な
石
垣
が
残
る 

 
 
 
 

林
道
に
出
る 

九
鬼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
タ
か
ら
歩
き
だ

す
。
民
家
の
横
の
階
段
を
登
っ
て
い
く
が
、
１
０
０
ｍ
位
上
ま
で
住
居
の
痕
跡

が
あ
り
、
こ
ん
な
上
に
ま
で
人
が
住
ん
で
い
た
の
か
と
驚
か
さ
れ
る
。 

１
時
間
ほ
ど
で
舗
装
さ
れ
た
林
道
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
頂
山
（
３
９
７
．
９
ｍ
）

ま
で
は
ほ
ぼ
直
登
に
近
く
、
特
に
山
頂
直
下
の
傾
斜
が
キ
ツ
イ
。 

 
 

 
 

 

頂
山
山
頂
で 

 
 
 

ハ
カ
リ
カ
ケ
岩
の
展
望
地 

 

古
田
キ
ャ
ン
プ
場
で
昼
食 

頂
山
の
山
頂
は
展
望
も
無
く
、
三
角
点
が
無
け
れ
ば
山
頂
と
気
付
か
な
い
く
ら

い
だ
。
写
真
を
撮
っ
て
早
々
に
次
に
向
か
う
。
約
３
０
ｍ
下
っ
て
「
ハ
カ
リ
カ

ケ
岩
」
に
着
く
。
高
さ
４
ｍ
位
の
岩
が
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
名
前
の
由
来
は

誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
す
ぐ
傍
の
大
き
な
岩
に
登
る
と
太
平
洋
が
見
渡
せ
る
。 

ハ
カ
リ
カ
ケ
岩
を
後
に
し
、
オ
ハ
イ
へ
向
か
う
。
ハ
カ
リ
カ
ケ
岩
が
３
６
８
ｍ
、

オ
ハ
イ
は
海
岸
な
の
で
ゼ
ロ
ｍ
。
一
気
に
歩
く
と
な
か
な
か
キ
ツ
イ
。 

途
中
の
古
田
キ
ャ
ン
プ
場
と
さ
れ
て
い
る
広
場
で
昼
食
。
氷
が
入
っ
た
ア
イ
ス

コ
ー
ヒ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
た
。 

古
田
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
オ
ハ
イ
に
下
る
分
岐
ま
で
は
４
分
ほ
ど
、
最
近
立
て
ら

れ
た
標
識
も
あ
り
、
見
落
と
さ
な
け
れ
ば
迷
う
心
配
は
な
い
。
沢
沿
い
に
下
る

事
約
１
５
分
、
樹
林
帯
が
終
わ
り
明
る
く
広
い
岩
場
に
出
た
。
沢
は
岩
の
上
を

ナ
メ
滝
状
に
海
ま
で
流
れ
下
っ
て
い
る
。
途
中
で
２
～
３
本
の
枝
沢
が
合
流
し

て
い
る
の
で
水
量
は
多
く
、
水
音
も
大
き
い
。
オ
ハ
イ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
「
オ
ハ



イ
ブ
ル
ー
」
の
海
は
右
側
の
少
し
下
、
入
江
状
に
な
っ
て
い
る
場
所
だ
。 

岩
は
殆
ど
滑
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
歩
き
や
す
い
所
を
選
ん
で
下
る
。 

 
 

 
 

 

 

確
か
に
海
は
青
い
。
入
り
江
の
奥
は
確
認
で
き
な
い
が
、
水
は
流
れ
込
ん
で
い

な
い
よ
う
だ
。
少
し
風
が
あ
り
、
海
面
は
波
立
っ
て
い
る
が
透
明
度
は
高
く
海

底
の
様
子
も
よ
く
判
る
。
参
加
し
た
若
い
女
性
た
ち
は
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
っ

て
い
た
。 

オ
ハ
イ
を
堪
能
し
て
登
山
道
迄
登
り
返
す
。
山
裾
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
形
で

徐
々
に
高
度
を
下
げ
る
。
一
時
間
弱
で
猪
垣
広
場
に
到
着
し
休
憩
、
登
山
道
は

よ
く
整
備
さ
れ
て
歩
き
や
す
い
。 

休
憩
を
終
え
九
鬼
漁
港
を
目
指
す
。
途
中
に
は
立
派
な
石
垣
も
残
っ
て
い
て
、

こ
の
道
が
昔
は
生
活
道
路
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

家
屋
が
見
え
だ
し
て
漁
港
の
集
落
に
入
る
。
細
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
が
続
き
、

こ
れ
ぞ
港
町
と
言
う
感
じ
だ
。
次
に
何
が
見
え
る
の
か
、
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
歩
く
。
一
軒
ず
つ
表
札
を
見
な
が
ら
進
ん
だ
が
「
川
上
」
姓
が
多
か
っ
た
。 

港
の
傍
な
の
で
、
川
下
が
当
然
だ
が
川
上
が
多
い
の
は
不
思
議
な
こ
と
だ
。 

漁
協
の
前
に
出
て
海
沿
い
の
道
路
を
出
発
地
ま
で
戻
っ
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

 
 

 
 

 

猪
垣
広
場
で
休
憩 

 
 

 
 

九
鬼
漁
港 

 
 

 
 
 

 

出
発
地
で
解
散 
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